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輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

アピールポイント

輸出
品目

HPリンク https://theoita.com/eng_product/

フラッグシップ輸出産地の概要

• 令和6年8月に新たな加工処理施設が竣工し、高次加工品
（ロイン、切り身）の出荷が可能となっている。

• HACCP、MEL認証、米国FDA登録施設登録を取得。
• 韓国向け輸出について、大型サイズ（6kg）の活魚ニーズに

対応できるよう、大型魚を選んだ出荷を実施。

• 輸出に参画する42経営体と連携し、県内産地が連携した大
ロットでの出荷や独自の加工処理施設を活かして輸出に取
り組んでいる。

大分県臼杵市・津久見市・佐伯市
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